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『兄弟二人の句集 愛南』吉田敏夫さん・吉田朝子さん

ジムの床
ゆ か

みどり我
わ

が足
あ し

はボレロを踏
ふ

むでいる　　　　吉田　敏夫
飛び入りで一句

▶句集をご紹介します

　　ふるさと（旧西海町）を離れ、現在奈良市で暮らす吉田敏
と し お

夫さ
んは、13年前にパーキンソン病を発症し徐々に体の自由がきかな
くなってきました。長年俳句に打ち込んできた吉田さんは、以前か

ら句集を作りたいと思っていたそうで、自身の現
在の体調面を考慮し、今しかないと発行を決意。
　　町内の句会で現在も活動している妹の朝

あ さ こ

子さ
んと協力し制作を進めました。兄弟二人で作った
句集は、役場本庁総務課や西海公民館に置いて
いますので、ぜひご覧ください。


